
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

狂
言
を
い
た
し
、
共
の
聞
に
は
小
歌
の
上
手
に
つ
れ
歌
う
た
は
せ
、

緒
欝
を
つ
く
し
、
金
津
へ
入
ら
せ
ら
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
右

は
慶
長
六
年
九
月
の
事
た
る
べ
し
。
村
井
長
明
の
象
賢
紀
時
に
、
閥
ゲ

原
合
肢
の
明
年
丸
月
江
戸
よ
り
姫
君
様
金
滞
へ
御
輿
入
、
御
供
大
久

l
保
相
模
殿
・
背
山
常
陸
殿
・
織
殿
兵
庫
・
背
山
普
左
衛
門
、
共
外
少
身

衆
多
し
。
と
あ
り
。
又
闘
屋
政
事
の
古
兵
談
に
‘
元
和
七
年
五
月
廿

五
日
筑
前
守
様
御
七
裁
に
て
金
海
御
護
駕
、
初
め
て
江
戸
御
下
向
、

首
尾
能
く
御
目
見
等
相
桝
み
、
頓
て
御
暇
被
v
港
、
同
七
月
五
日
に
金

海
御
蹄
着
也
。
此
御
上
下
に
酢
屋
の
植
七
、
紫
抱
立
烏
暢
子
に
て
御

道
中
狂
言
仕
り
‘
御
機
嫌
を
は
か
り
け
り
。
共
旨
大
御
華
様
御
耳
に

相
立
ち
、
御
満
足
に
思
召
さ
れ
.
公
方
様
へ
被
=
仰
上
一
御
目
見
仕
筈

の
首
尾
花
相
成
慮
、
道
中
に
て
限
に
風
を
引
き
、
散
々
に
て
御
目
見

も
た
ら
宇
と
‘
高
田
勘
右
衛
門
誇
る
。
と
あ
り
。
松
雲
公
夜
話
鍬
に
、

陽
蹟
公
御
幼
少
の
時
.
元
和
七
年
始
め
て
江
戸
御
参
府
、
四
十
鈴
日

御
逗
留
、
同
年
御
蹄
園
被
v
遊
。
是
は
大
御
葱
様
御
覧
被
v
遊
度
よ
し

に
て
、
御
幼
少
な
れ
ど
も
江
戸
へ
被
v
箆
v
入
候
曲
、
享
保
五
年
七
月
十

一
一
日
御
意
被
v
遊
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、
元
和
元
年
の
誕
生
た
れ
ば
、
.

七
歳
の
時
友
り
。
按
宇
る
に
、
江
村
専
衡
の
老
人
雑
話
に
、
秀
頼
公

敵
に
隔
て
ら
れ
て
石
動
山
に
あ
り
し
が
、
石
動
山
落
去
の
時
雨
入
共

『

m
吉

越
中
へ
敗
走
せ
し
を
‘
氷
見
の
紳
保
氏
治
生
捕
り
て
、
柴
田
修
理
方

へ
港
り
け
る
に
、
遂
に
越
前
に
て
切
腹
す
。
と
見
b
‘
能
登
路
記
に
、

小
三
郎
は
七
尾
島
山
家
の
匡
に
て
、
字
出
津
夫
容
按
に
居
し
、
天
王

年
中
に
渡
落
す
。
位
牌
等
字
出
樟
の
常
椿
寺
と
云
ふ
締
寺
に
あ
り
。

ま
た
天
呑
の
宮
の
脇
に
堂
後
と
縛
す
る
舶
問
屋
あ
り
。
是
小
三
郎
の

・
後
胤
也
と
。
金
津
町
人
堂
後
屋
三
郎
右
衛
門
も
、
そ
れ
よ
り
別
れ
た

る
家
筋
た
り
。
と
い
へ
り
。
堂
後
の
得
競
は
宇
出
津
に
て
、
天
春
宮

の
宮
尻
に
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
に
、
堂
じ
り
と
呼
べ
る
た
り
と
ぞ
。
蛍
後

屋
体
紀
に
一
宮
ふ
。
家
組
三
宅
小
三
郎
に
二
子
あ
り
。
長
男
調
三
右
衛

門
は
本
圃
字
出
捧
に
居
留
る
。
回
定
字
出
掛
伸
堂
後
の
組
也
。
次
男
三
郎

布
街
門
は
天
正
十
年
に
字
出
津
大
蓮
寺
の
住
職
と
共
に
金
棒
へ
出

で
.
披
漣
米
町
民
居
住
し
、
堂
後
屋
三
郎
右
衛
門
と
綿
し
.
商
人
と

成
り
餅
を
管
業
と
す
。
共
の
後
米
町
の
地
涯
の
用
地
と
成
り
、
片
町

へ
錦
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
夫
よ
り
片
町
に
居
住
す
。
利
長
卿
金
海
御
在

城
の
頃
餅
を
毎
三
宮
上
げ
h

る
に
依
り
て
、
民
長
十
三
年
に
御
判
寄

並
に
御
紋
附
惟
予
を
賜
は
り
、
町
役
御
菟
許
有
ν
之
。
後
剃
髪
し
て
琵

忍
と
稀
し
J
苅
和
七
年
四
月
十
五
日
渡
す
。
二
代
太
郎
左
衛
門
、
元
和

金
滞
古
蹟
志
巷
十
六

O 

伏
見
よ
り
上
洛
し
給
ふ
頃
、
い
ま
だ
幼
少
な
り
し
故
、
御
幸
町
を
通

り
て
来
ら
れ
し
毎
、
挟
箱
の
大
き
怠
る
箱
に
人
形
の
あ
や
つ
り
有
り

て
、
銭
を
入
る
れ
ば
鯨
倒
す
る
を
、
毎
も
歩
行
の
者
負
ひ
て
興
の
先

に
ゆ
く
。
共
の
時
濁
限
の
政
宗
御
幸
町
に
て
奪
ひ
と
り
、
負
ひ
て
行

か
れ
け
り
。
と
あ
り
。
慶
長
・
元
和
頃
ま
で
の
風
俗
是
等
に
て
知
ら
れ

け
り
。
酢
屋
徳
七
は
金
津
狂
言
師
の
鼻
組
に
て
、
そ
の
子
孫
は
則
ち

酢
屋
植
七
と
稽
し
、
天
保
・
弘
化
の
頃
は
町
合
所
の
肝
煎
役
を
勤
め

た
り
。
今
も
そ
の
子
孫
あ
る
た
ら
ん
か
。

。
堂
後
屋
三
郎
右
衛
門
奮
邸

堂
後
屋
は
、
片
町
草
創
以
来
の
奮
家
に
て
、
数
代
居
住
し
、
初
め
銀

座
に
て
、
後
に
は
名
高
き
若
茶
の
商
底
た
り
し
か
ど
、
嘉
永
の
頃
に

や
遂
に
家
屋
を
賓
却
し
て
退
去
せ
り
。
共
の
家
は
片
町
の
西
側
今
林

屋
と
呼
ぺ
る
茶
底
是
な
り
。

。
堂
後
屋
三
郎
右
衛
門
偉

元
組
三
郎
右
衛
門
は
、
能
登
の
領
主
畠
山
家
八
臣
の
一
人
な
る
三
宅

備
後
長
盛
の
別
家
三
宅
小
三
郎
宗
隆
の
子
た
り
。
小
三
郎
宗
隆
は
鳳

至
郡
宇
出
捧
天
容
の
城
主
左
り
。
問
見
雑
録
に
云
ふ
。
天
正
十
年
石

動
山
合
戦
の
時
、
卒
加
賀
守
・
三
宅
小
三
郎
叔
父
甥
な
り
し
か
ど
、

元
年
八
月
利
常
卿
よ
り
御
印
書
を
以
て
、
町
役
御
菟
許
有
v
之
。
是
よ

り
永
世
御
菟
許
の
例
と
成
り
た
り
。
と
あ
り
。
或
は
去
ふ
。
家
停
の

品
は
、
元
祖
三
宅
小
三
郎
宗
隆
着
す
る
慮
の
鎖
裸
渚
を
持
停
へ
、
世

々
家
賓
と
す
と
。
利
長
卿
よ
り
賜
は
る
親
筆
の
御
害
等
共
の
鶏
左
の

如
し
。

と
ん
卒

も
ち
や
ど
う
し
り
に
此
か
た
び
ら
一
っ
と
ら
せ
可
v
申
候

μι
。

〆

は

ひ

六
月
-
日

〆

と
ん
平

さ
く
内
参

は
ひ
A
O

も
ち
屋
ど
う
じ
り
ま
ち
ゃ
く
を
い
た
し
申
候
由
候
。
此
物
の
事
は
ま

い
に
ち
ゃ
う
を
申
つ
け
候
閲
.
此
一
聞
は
ま
ち
ゃ
〈
を
ゆ
る
し
申
候

問
、
此
由
雨
入
申
候
。
出
初
か
た
へ
申
し
、
や
く
の
ぞ
き
申
伎
や
う

に
申
つ
け
候
ぺ
〈
候
・
衿
乙
。

廿

八

日

〆

と
ん
平

さ
く
内
参

ら
い
ね
ん
々
は
‘
も
ち
い
の
か
め
り
銀
K
見
計
、
月
々
に
取
候
や

は

ひ




